福井県伝統的民家技能者（大工）登録制度要綱

（目　的）

第１条　この要綱は、地域の歴史と文化を反映した伝統的民家を所有者等が安心して維持・保全できる環境整備を図るため、伝統的技法を習得している福井県伝統的民家技能者（大工）（以下「技能者（大工）」という。）の登録制度に関し、必要な事項を定めるものとする。

（定　義）

第２条　この要綱における言葉の定義は次の各号に掲げるとおりとする。

　（１）「技能者（大工）」とは、木造建築物において、継手や仕口等に関する伝統的技法を習得している技能者として知事が登録する者をいう

　（２）「大工棟梁」とは、木造建築物において、大工職が行う木工事およびその関連工事を統括する者をいう

（登録基準および登録申請）

第３条　技能者（大工）は、原則として、次の各号に掲げる要件のすべてを満たす者のうちから知事が登録するものとする。ただし、特に優れた技術を有し伝統工法の継承に寄与すると県が認める者については、この限りではない。
　（１）大工として１５年以上、かつ、大工棟梁として１０年以上の実務経験を有し、現に大工に従事している者であること

　（２）伝統的技法による施工経験を有する者であること

（３）建築士法（昭和２５年法律第２０２号）に規定する一級また二級建築士であること

　（４）職業能力開発促進法（昭和４４年法律第６４号）に規定する検定職種が建築大工に係る１級技能検定合格者または同等の資格を有する者として認められる者であること

（５）福井県内に在住または勤務する者であること

　２　前項の規定による登録を受けようとする者は、登録申請書を知事に提出するものとする。

（登録証の交付等）

第４条　知事は、前条第２項の規定による申請があった場合において、申請者が技能者（大工）として適格と認めたときは、当該申請者を技能者（大工）登録名簿（以下「登録名簿」という。）に登録し、申請者に対し技能者（大工）登録証（以下「登録証」という。）を交付するものとする。

２　知事は、前条第２項の規定による申請があった場合において、申請者が技能者（大工）として適格でないと認めるときは、登録を行わないことができる。この場合において、知事は申請者に理由を付して通知するものとする。

３　第１項の名簿は、県において一般の閲覧に供するものとする。

（登録証の更新）

第５条　登録証の有効期間は、登録の日から５年間とする。

２　登録証の更新を受けよとする者は、有効期間満了の３０日前までに登録更新申請書を知事に提出するものとする。

３　知事は、前項の規定による申請があったときは、登録名簿に更新した旨を記載するとともに、申請者に対し登録証を交付するものとする。

（登録証の再交付）

第６条　技能者（大工）は、登録証を紛失しもしくは汚損したときは、知事に登録証の再交付を申請することができるものとする。

２　知事は、前項の規定による申請があったときは、申請者に登録証を再交付する。

（変更の届出）

第７条　技能者（大工）は、第３条第２項に規定する登録申請書に記載した事項に変更が生じたときは、その旨を知事に届け出るものとする。

２　知事は、前項の届出において、氏名に変更があった場合は登録証を再交付する。

（登録の取消）

第８条　知事は、技能者（大工）が次の各号の一に該当するときは、登録を取り消すことができる。

　（１）第３条第１項の要件を満たさなくなったとき

　（２）その他知事が技能者（大工）として不適格と認めたとき

２　知事は、前項の規定により登録の取消を行った場合は、登録名簿から抹消するとともに、登録証を返納させるものとする。

（その他）

第１０条　この要綱に定めるもののほか、技能者の登録に関し必要な事項は別に定める。

附　　則

この要綱は、平成２０年９月１日から施行する。

附　　則

この要綱は、平成２１年１月５日から施行する。（一部改正）
附　　則

この要綱は、平成２１年１１月１日から施行する。（一部改正）
















